
八間堀川への流⼊⽔路に着目したタイムライン検討会 概要・進め方
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２. 取り組みの進め方
⻤怒川と⼩⾙川に挟まれた低平地を流れる⼋間堀川は、

合流先の⻤怒川の影響を⼤きく受けるとともに、多くの
⽔路が流⼊し、旧⼋間堀川で⼩⾙川に接続する複雑な機
構です。また、⻤怒川への合流点付近は常総市の中⼼市
街地となっていますが、地盤が川よりも低く、⽔災害リ
スクが高い地域です。
このたび、国⼟交通省下館河川事務所、茨城県、常総

市及び関係機関が、以下の成果を得ること目指し、「⼋
間堀川への流⼊⽔路に着目したタイムライン（案）」を
作成しました。

○ 八間堀川周辺の⽔災害リスクと
冠⽔メカニズムを理解する

○ 他機関の防災⾏動を把握するとともに、
⾃機関の防災⾏動との繋がりを認識する

○ 情報発信等の他の機関の防災⾏動を
⽀援する防災⾏動を新たに実施する

○ 関係機関の防災⾏動を整理した
タイムラインを作成する

○ 樋門操作等のこれまでも実施してきた
防災⾏動を確実に実施する

1. 概要、目指す成果

⑤八間堀川への流⼊⽔路に着目したタイムライン（案）に
基づく情報伝達演習【H30.3.24】

・関係機関が一同に会し、情報伝達演習を実施

・記者発表

・情報伝達演習に向けた関係機関調整

・各機関の役割の確認、各機関内部署での調整

・各機関の情報連携の調整

・新たな防災行動をタイムライン（素案）に明記

・タイムライン（素案）の作成と内容確認

・各機関が必要な情報の共有

・施設の所管・管理の明確化

・対策が必要な排水管のフラップゲート化

・各機関の防災行動

八間堀川周辺の地盤高情報

排水施設の所管・管理 等の把握

・関係機関それぞれの防災行動を整理

②八間堀川への流⼊⽔路に着目したタイムライン検討会
（第2回コアメンバー会議）【H29.12.28】

・⼋間堀川周辺の⽔害リスクの把握

①八間堀川への流⼊⽔路に着目したタイムライン検討会
（第1回コアメンバー会議）【H29.11.17】

・⼋間堀川への流⼊⽔路に着目したタイムライン（案）作成に向けて
・目指すべき成果、取り組みの進め方について

③八間堀川への流⼊⽔路に着目したタイムラインに関する
状況報告会【H30.2.1】

・関係⾃治区⻑への進捗状況報告

④八間堀川への流⼊⽔路に着目したタイムライン検討会
【H30.3.13】

・⼋間堀川への流⼊⽔路に着目したタイムライン（案）の完成

現地調査
（市・県・国）

現地調査
（市・県・国）

（以下、予定）
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新規⽔位計
（茨城県）

⽔位
気象状況等 下館河川事務所

常総市 茨城県
（江連八間⼟地改良区）

相野谷
⽔利組合 住⺠

都市建設部 防災危機管理課
・⼤⾬、暴風、洪⽔警報

・⼩⾙川から逆流の可能性 ・現地状況の確認

・⼩⾙川から八間堀川ヘ逆流 ・樋管閉操作

・⻤怒川から逆流の
可能性

・八間堀川排⽔機場等
洪⽔警戒体制

（流向確認開始）

・洪⽔時体制を情報
共有

・樋門操作班に参集
指示(情報提供含む) ・樋管の流向確認

・樋門操班市役所参集
（流向確認開始）

・排⽔ポンプ⾞要請検討
開始

・樋管背後地
浸⽔の可能性

・樋管閉操作

・樋管閉認識 ・逆流で閉操作

・防災⾏政無線による
周知

・防災⾏政無線で情報
を得る

・常総市樋管
操作状況認識

・樋管操作状況連絡 ・常総警察署、⽔海道
消防署へ連絡 ・樋管の⽔位確認

・樋管閉認識

・全樋管閉状況
・常総市樋管

閉完了認識
・樋管閉操作完了連絡 ・常総市樋管

閉完了認識

八間堀川への流⼊⽔路に着目したタイムライン（案） 【概要版】
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時間
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-2.0hr

-1.0hr

0.0hr

(Y.P.+12.25m)

(Y.P.+10.75m)

【防災⾏政無線アナウンス】
⼋間堀川の⽔位が上昇していま
す。浸⽔する恐れがありますの
で、家庭からの排⽔を控えるな
ど、十分注意してください。

※タイムラインとは、災害の発⽣を前提に、防災関係機関が連携して災害時に発⽣する状況を予め想定し共有した上で、「いつ」、「誰が」、「何をするか」に着目して、防災⾏動とその実施主体を時系
列で整理したものです。

※洪⽔は⾃然現象であり、タイムラインで想定したとおりに進⾏するとは限りません。あくまで⾏動の目安として認識し、収集・確認した情報をもとに、臨機応変に防災⾏動の実⾏を判断してください。
※このタイムライン（案）は、今後の出⽔や訓練等を通じて⾒直しを⾏っていくものです。

：防災無線による住⺠への情報提供
赤 ：仮定の状況であり、この時刻及び⽔位時に確実に発⽣する事象ではない
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「あと１.５m」

「あと１.０m」
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⻤怒川から
新⼋間堀川へ逆流



新八間堀川に関係する22施設を整理
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凡 例

所管：（国）

：（県）

：（市）

：（その他）

排水施設位置図

・明確かつ迅速な情報共有のため、２２の施設を番号で整理

② ⑩
①

④

⑧

⑪

⑮

⑭

⑬

⑫
⑨③

⑤
⑥ ⑦
御
成
橋

㉑

⑳
冨士見橋

鬼怒川

⑲

㉒

⑱

⑰

⑯

八間堀川排水機場樋管

下館河川事務所

名称

管理
②

八間堀川水門

下館河川事務所

名称

管理
①

八間堀川排水機場

下館河川事務所

名称

管理
③

八間堀団地南樋管

常総市

名称

管理
⑬

相野谷用排水機場

相野谷水利組合

名称

管理
⑮

旧八間堀川樋管

江連八間土地改良区

名称

管理
⑭

フラップゲート

常総市

名称

管理
⑳

フラップゲート

常総市

名称

管理
㉒

フラップゲート

常総市

名称

管理
④

フラップゲート

常総市

名称

管理
⑥

フラップゲート

常総市

名称

管理
⑩

フラップゲート

常総市

名称

管理
⑤

明橋下流右岸樋管

常総市

名称

管理
⑧

橋本排水ポンプ場樋管

常総市

名称

管理
⑨

桜橋上流右岸樋管

常総市

名称

管理
⑪

淵頭橋上流右岸樋管

常総市

名称

管理
⑱

水海道排水機場

江連八間土地改良区

名称

管理
⑰

桜橋上流左岸樋管

常総市

名称

管理
⑫

富士見橋下流右岸樋管

常総市

名称

管理
⑲

明橋下流左岸樋管

常総市

名称

管理
⑦

八間堀排水樋管

常総市

名称

管理
⑯

フラップゲート

常総市

名称

管理
㉑

石洗橋⽔位観測所



八間堀川への流⼊⽔路に着目したタイムライン検討会で得られた成果

・明確かつ迅速な情報共有のため、２２の施設を番号で整理
・２２施設を調査し、施設ごとに防災⾏動の目安となる新⼋間堀
川の⽔位を整理

・新⼋間堀川の⽔位を基準に関係機関の防災⾏動を整理
など

・関係機関の情報を常総市の総括班に集約し統合的に把握
・操作後の状況報告など、操作に関する一連の防災⾏動を明確化
・新たに住⺠への情報提供を実施
など

！

・災害時の防災⾏動チェックリストで対応の漏れを防⽌
・災害時の判断をサポート

！ 他機関の防災行動を把握するとともに、自機関の防災
行動との繋がりを認識

情報発信等の他の機関の防災行動を支援する防災行動
を新たに実施

関係機関の防災行動を整理したタイムラインを作成

■きぬ医師会病院駐⾞場付近の管

※茨城県⼟木部HP

！
！

・情報伝達演習で試⾏

・⻤怒川、⼩⾙川と⼋間堀川は北から南に流れ、市役所周辺は⽔が
集まる地形

・新⼋間堀川および⼋間堀川周辺には、洪⽔時の河川⽔位よりも地
盤高が低い宅地が存在

・新⼋間堀川に関係する２２施設について、浸⽔する可能性がある
⽔位を把握

・逆流対策を必要とする施設も存在
など

水害リスクと氾濫メカニズムを理解！

■フラップゲート設置

■逆流対策を実施

■新八間堀川と八間堀川に、それぞれ⽔位計
を新設しHPにおいてリアルタイムで公開

■総括班の創設

■防災⾏政無線の活⽤

■操作後の状況報告などルール化
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